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著 書 ・訳書

K.タ ナ カ 氏 手 記 紹 介 『大 和 櫻 』(日 本 側 捕 虜 第 二 号 か ら の 聴 き取 り)

　　　　　　　　　　　　　　　一 日系米人強制収容者 のjournalか ら:第2部 一

Mr.　 Keinosuke　 Tanaka,　 an　 lssei　 lnternee　 during　 WWll,

　　　　　　　　　　　　　　　　and　 His　 Journal-Part　 ll

His　 Interview　 with　 the　 Second　 POW　 on　the　Japanese　 Side一

　　池 田　 年 穂

Toshiho　 IKEDA

Abstract

　　ML　 Keinosuke　 Tanaka(1885-1964),　 an　 intellectual

Issei　Japanese　 from　 Yamagata　 PrefectUre,　 was　 intemed

in　an　 FBI　 detention　 camp　 and　 then　 was　 placed　 in　a

relocation　 center　 during　 WWII.　 His　 lengthy　 but

interesting　 j　oumal　 contains　 the　interviews　 with　 a　couple

of　POWs　 who　 he　met　 at　Lordsburg　 Camp,　 NM.　 In　this

article,　 I　introduce　 ML　 Keinosuke　 Tanaka's　 interview

with　 a　seaman　 who　 was　 captUred　 after　wiring　 that　they

fbund　 an　 American且eet　 on　 l　8th　 April　 in　1942.(ML

Keinosuke　 Tanaka　 wrote　 his　joumal　 befbre　 Japanese

orthography　 changed　 drastically　 after　WWII.　 He　 wrote

in　a　small,　 skil血l　 hand,　 which　 sometimes　 caused　 a

great　 dif臼culty　 to　me.　 I　did　 my　 best　 to　 restore　 his

sentences.)Through　 collecting　 related　 stories,　I　noticed

three　 important　 points　 that　 were　 not　 written　 in　 the

interview.1)The　 seaman　 was　 the"second"POW　 on　the

Japanese　 side.2)The　 famous　 Dolittle　 bombers　 took　 off

from　 the　aircraft　 carrier　which　 he　found　 while　 patrolling.

3)Japanese　 Navy　 had　 the　 concept　 of`suicide　 corps'

even　 fbr　patrolling　 from　 the　 beginning　 of　the　 Pacific

war.

　　Fo血lnately　 fbr　 me,　 I　 got　 acquainted　 with　 Mr.

Keinosuke　 Tanaka's　 three　 Nisei　 children.　 All　 of　them

overcame　 a　terrible　 ordeal　 during　 WWII　 and　 made　 a

great　 success　 of　their　 lives　 in　the　United　 States.　 The

eldest　 is　Dr.　John　 Tanaka,　 a　very　 renowned　 researcher　 in

Chemistry.　 His　 only　 daughter　 is　Mrs.　 Iris　Fukutaki,　 who

is　a　highly　 intellectual　 lady　 and　 kept　 Mr.　 Keinosuke

Tanaka's　 j　oumals.　 The　 youngest　 is　Mr.　 Tyler　 Tanaka,　 a

successfully　 retired　 businessman　 and　 still　a　great　 figure

in　the　 travel　 industry.　 Mr.　 Tyler　 Tanaka　 is　now　 an

important,　 admirable　 friend　 of　mine.1'd　 like　to　express

my　 gratitude　 to　 Ms.　 Masako　 Hanada,　 Ms.　 Ryoko

Matsuno,　 Ms.　 Mitsuho　 Murata,　 Mr.　 Akira　 Horiuchi,　 Mr.

KenjO　i　Tanaka(Japan),　 Ms.　 Toshiko　 McCallum,　 and

especially　 to　Mr.　 Keinosuke　 Tanaka's　 children(U　 S.).

緒言

　　こ こ で 紹 介 す る の は 、 田 中 恵 之 助 氏(Mr.

Keinosuke　 Tanaka)のjournalの25頁 か ら30頁 にか

けて記 されてい る 『大和櫻 』とい う記事 である(こ

のjoumalに つ いてだ けは、ペー ジでな く頁 で表す)。

内容 は、田中恵之助氏が、同 じロー ズバー グ収容所

に収容 され ていた 日本 人捕虜 か ら聴 き取 りを した

もので ある。田中恵之助氏 の同収容所 での収容期 間

は、1942年8月10日 か ら1943年6月23日 までで
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Courtesy　 of　Mr.　Tyler　 Tanaka

あ る。 娘 の ア イ リス ・フ ク タ キ さん(Mrs.　 Iris

Fukutaki)に よれ ば、田中恵 之助氏 は、 ローズバー

グ収容所 での捕虜 との接触 につ いて屡 々語 ってい

た とい う。 このjoumalに は、捕虜 二名 か らの聴 き

取 りが含 まれ てい るが、ここで紹介 す るのは、中村

末 吉氏 の 『大和櫻』 一篇 に留 める。

　先 日亡 くなった吉村 昭氏 の作 品に 『背 中の勲 章』

があ る。1971年 に 出版 され 、現在 も文庫 として刷

を重 ねている ロングセラー である。その中で、吉村

氏 が主人公 に取 り上げているのは、日米戦争にお け

る 日本側 の捕虜第 二号の水兵 であ る。捕 虜第一号で

あった、真珠湾 攻撃にお ける特殊潜行艇 の生 き残 り

の酒巻和男氏 については、酒巻 和男 氏が 自ら 『捕 虜

第一號』(新 潮社 、1949年 刊行)を 記 した り、戦後

ビジネ スマン として活躍 され た こともあ り、語 られ

る ことが多かった。 しか しなが ら、捕 虜第二号の 中

村末 吉氏 が世 に知 られ るよ うになったの は、 この

『背 中の勲章』か らと言 って よいであろ う。(後に、

将校 と下士官 ・兵 を分 けたた めに、捕虜第八号 と呼

ばれ るこ とにな った とも言われ るが、そ もそ もは捕

虜第二号で あった とされ る。但 し、酒 巻和男氏の『捕

虜第一號』の78ペ ー ジか ら79ペ ー ジにかけて、以

下の よ うな記述が ある...<捕 虜の仲間 は(私 の記

憶 に依 る と)約 五十名で あるが、そ の内繹 は ウエー

ク島附近 の監視艇員(十 七年 一.月、二名)、 東京空

爆 時の 監視艇 員(十 七年 四.月十 八 日、 四名)、 ア

リュー シャン突撃時の潜水艦 員(十 七年 六.月、五名)

及び ミッ ドウエー海戦(十 七年 六.月六 日)時 の 「飛

龍」機關員三十 六名 、 「三隈」乗 組員二名で ある。

〉...仮 にこの記述 に素直に従 えば、 「ウエー ク島

附近の監視艇員」の方が先 にな ろ うか)

　 中村 末吉氏 が捕虜 とな った経緯 を辿 る と、か の
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ドゥリッ トル中佐率いる東京爆撃隊にも繋がって

くる。中村末吉氏は、岩手県の沼宮内町の生まれで、

1933年 に盛岡農業学校を卒業後、志願 して海軍に

入 り、海軍航海学校で信号兵としての教育を受けた。

ちなみに、『大和櫻』のほぼ4分 の1を 占める北海

警備の話は、『背中の勲章』の中でも殆 ど触れられ

ていない。

　 「生きて虜囚の辱めを受けず」の 『戦陣訓』を叩

きこまれた 日本軍捕虜は、一旦捕虜になって しま う

と極めて米軍に協力的にな り、積極的に自軍にっい

ての情報を漏 らした と言 う事がよく指摘 され る。

MIS所 属の 日系人通訳などの存在 も大きかったの

は良 く知 られてい る ところで ある。ちなみ に、中村

末吉氏 が実 際に尋 問に際 して とった態度 につい て

は、本人の言以外の記録 を参照で きない以上、あ く

まで憶測の域 を出ないのは無論の事で ある。

　 日系 人通訳 とは立場 の異 な るイ ン ター ニーの一

世 田中恵之助氏 に対 しては、捕虜 の中村末吉氏 がま

た別種 の屈折 した心情 を覚えていたで あろ う事 は、

容易 に推測 され るところで ある。それ にも関わ らず 、

この 『大和櫻』の中に書 き留 め られ た中村氏 の語 り

口は極 めてcandidな ものであるよ うに、池 田には

感ぜ られ る。

　 なお、酒巻和男氏 も、戦後 に記 したものであるに
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Courtesy　 of　Mr.　Tyler　 Tanaka

　 　 and　 Mrs.　 Iris　E.　Fukutaki
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　 もかかわ らず 、『捕虜第 一號』 の最 終174ペ ー ジ

で、 「ことわ り　　 文 中の捕虜 日本人 は假名 を用ひ

た。」としてある程 であるか ら、『大和櫻』中の固有

名詞 も、当然 みな仮名 であろ うと思われ る。

本文

　 『大和櫻』と題 してい る。能 うる限 り原文に忠実

である よ う心がけて活字 にす るが、その際の注意点

として以下の4点 を挙 げてお く。

1.手 記は句読点 を一切用いてい ない。

2.旧 字体 はそのまま使 用す る。

3.や や恣 意的 と思 え るい くつ かの略字 は、字 体 を

一般 的な ものにす る
。

4.本 文 中において、書 き損 じた字 は×で消 されてい

る。下の引用文 中で、一 で消 してあ るのがそれ にあ

たる。

　 なお 、明 らかに、 「我 々の艇 の最後 の 日」は4月

18日 であ ろ うが、それ を4月14日 と述べてお り、

その結果 と して前後の 日付 も狂 って しまってい る。

中村末 吉氏 の記憶違 いない し作為 か、田中恵之助氏

の誤記 かはっき りとしないため もあ り、原 文の侭 に

してお いてあ る。

大和櫻

私は岩手縣出身の○○であ ります　横須賀鎭守府

に属 し日本が世界に誇る聯合艦隊の職艦 山城に乗

組んでゐま した　それは昭和十五年六月か らの事

であ ります　聯合艦隊の主力は格別の用事があ り

ませんでしたから我々は早 く実職に参加 したいも

のだ と願つて居ま した　昭和十五年は皇紀二千六

百年であつてその晴れの観艦式には私 も帝国海軍

の一員 として軍艦 山城に乗組み御召艦比叡を奉迎

す る光栄に浴 しま した　是は私の生涯で忘れ難 き

光栄の思出であ ります　観艦式の終了後 に私は臨

時補助交替として駆逐艦某 に韓 じま した　大体海

軍では同じ軍艦にばかり乗 り込ま し置きま しては

萬一の場合 に間に合ひませ んからどの軍艦に乗つ

ても直ぐに役に立つ様 に約一 ヶ年位で乗組兵の補

助交替 と言ふ事を行つて居 ります　その交替で私

は大きな軍艦か ら小 さな駆逐艦に韓 じカムチャツ

カ半嶋の漁場警備に行 く事にな りました　御承知

の様にカムチャツカの漁場は露西亜領 と境す る為

ロシヤの官憲が 日本漁船の仕事をよく邪魔を した

がるのです　それ故 日本海軍は権益擁護の見地か

ら若干の駆逐艦 を派遣 し彼等 を保護 して居 るので

あ ります　然 し主 として東北地方の漁夫が組織 し

て居 る漁船の一隊が帝国海軍のバツクを得ての漁

業であ りますか らその鼻呼吸の荒いこと全 く想像

の外であ ります　彼等は何時もはち切れそ うな勢

ひで霧の多いカムチャツカ方面へ どん八 と進み行

き鮭や蟹等を漁るのですが海の上でとても気の荒

い漁夫が軍艦旗の陰にきび八 と仕事をするのです

か ら　 時々露国官憲 と衝突す る事があるのは當然

です　従つて霧の深い時等は露西亜の警備船が突

然にとび出して来てあつ と言ふ問に 日本漁船 を抑

留 して仕舞ふのです　すると漁船は直ちに無線電

信で母艦に悉一報告を します　母船は時を移 さず

我が駆逐艦に救助を電請 して来ます　毎 日平凡な

海上生活で腕が鳴つて困つて居る私共はそれ!!!と

ばか りに全速力で現場 に急行 します　そ うす ると

ロシヤ側 の警備船も慣れたもので問題の 日本漁船

を川 口か らず る八 つ と奥に引込んで しまいます

か うされると駆逐艦は舟足の関係で川 には這入つ

て行かれないので残念ながら取つて抑へる事は出

来ません　唯だ漁船の抑へ られた個所 を調査 して

漁船の解放方を信号を以てロシア當局 と交渉 しま

す 然 崎 も一旦現場で差抑へた漁船をそ う易八

と釈放 させる課があ りません　そこで駆逐艦か ら

は 「然 らば我が方は露の領海に踏み込み陸戦隊を上

陸 さして腕つ くで取 り戻す と通告 します　それで

も露西亜側は磨 じない と逐内火艇に大きな海軍旗

を潮風になびかせ艇長が ピス トル片手に勇気凛 々

として乗出します と定まつた様に先方か ら信号が

あ ります　 「漁船は繹放す」と通告 して来るのが常

です　こんな事は決 して珍 しい事ではありません

然 し昔はこんな場合に霧 の中で無惨にも打ち殺 さ

れた漁夫も少な くなかつたとの事ですが 日本の国

威 の場合揚るにつれて今は絶対にそんな事は有得
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ないのであ ります　若い血の気の多い我々 として

ハ こんな事が関の山である北海の海上で五ヶ月 も

半年 も勤務 しなければならないのは存外辛い もの

であ ります　然 し面白い事件 としては我駆逐艦 に

大きな熊が二頭のぞ八 と上つて来たと言ふ珍しい

出来事があ りました　漁場警備は何 日間かの交代

でするが休暇 となつた駆逐艦が根糠地に碇泊中に

氷に乗て来た熊公が誤つて海中に落ち込みわが駆

逐艦 を氷か陸地か と間違つて上つて来たものであ

ろ一と思はれます　此時乗組水兵は 「好 き敵兵　御

参なれ とばか り有 り合 した棍棒で したたか撲 り飛

ばしたが熊公 もさるもの却々おいそれ と降参 しま

せん　やむを得ず小銃を持ち出し三獲で二頭をデ

ツキに這はせました　それで折柄勤務中の我が艦

に 「明 日は熊の味噌汁を喰すからやつて来い」と無

線をかけ我々は思はぬ時に休暇取れて御馳走にあ

りついた課です　まあこんな事が訳もなく面 白い

程に警備中の軍艦生活 と言ふ ものは輩調極まるも

のであります 　荒波の上で食事 と云へば下手な水

兵の男料理で船に弱い水兵等が当番の時には出来

損ないの飯やこげつきの黒い飯を食はなけれはな

らぬ時 もあ ります　そんな時には当番艦橋に居 る

私達の所へこげ臭い臭ひが して来ます　行つて見

ると薪の煙のそばで水兵が悶へ苦 しんで居る事 も

あ ります

旧式な至って小 さい艦の北境警備艦では飯は薪で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ママ

焚 くのですか ら海の荒れの時等には相等な苦労す

るものです　そ して向ふ何 日間の食料品 と限定せ

られて居 る艦上生活では例へ こげ付いたか らとて

其飯 を惜 し気なく捨てる事を許 されませんから麦

粉で煮直 した りな どしてまた食べるのであります

こんな朝夕を過 して居る我々には陸の燈火はとて

も恋 しくなつか しくなつて来 るものであ ります

お金 を貰ひま しても美味 しい御馳走を喰べ られ る

と云ふわけではあ りませんから何庭 かに入港 して

いざ半舷上陸 とな ります と勢ひ私達は綺麗な女の

香のする所へ御馳走を喰ひに押かけて折角頂いた

.月給 は底をはたいて全部を費つて来た ものです

カムチャツカ警備はロシア との関係 から戦時俸 と

して五割増 とな りますから一等水兵で四十一円と

な ります　だから遣ひ場のない海上勤務の場合二

千円位の貯金を してゐるものもあり毎月故郷の親

兄弟に送金 してゐる感心な者 も居 ります　私はい

っかボーナスを貰った時五円の公債 を買つただけ

であとはみんな遣つて しまいま した　私は臨時補

助交替だつたのでカムチャツカ警備の期限が終る

ともとの山城に帰 りま した　すると皆んなは何だ

また戻つ て来た可　鮭 ばか り食つて肥 えて来た

等言はれました　それか ら山城で訓練があ りま し

たが此頃は日米の風雲は益々急 とな り我々は南洋

のある方面に行つてゐた らある島で又韓務命令を

受けま した　翌八時十五分獲の商船で横須賀 に帰

港せ よと言ふのです　此の場合は旅費を六十八円

貰つて船賃を十三円梯ひ御客さん として九 日の船

旅をして横須賀 に帰 りま した　そ して鎭守府近 く

に今度乗る艦がゐると聞いたので冬服三着夏服三

着作業服二着を入れた袋を肩 にして行つて見ると

それ らしいのがありません　尋ねたら何 と言ふ艦

だと言ふか ら 「二荒」と答へると　 それならコンパ

スの試験に二三 日出てゐるとの事だつた　その う

ち二荒が帰港 したので見ると何だ と思ふ位だ　 と

言ふのは百頓位な漁船 を改造 したものではないか

あんなものに乗つたら太平洋の荒波では酔つて死

んでしま うかと思ふ程　今迄の艦 と比べたら見す

ぼらしいもので した　兎に角その 「二荒」に行き「今

度轄勤 して来た者 です　何 もわか らない者 です

名前は○○○ と言ひます」と言ふた ら　誰かが 「何

もわか らない者が来て何になる」 と言ひますか ら

私も 「何も出来ませんが飯だけは一人前に食ひま

す」とや り返 して置きました それから艇長である

兵曹長に着任の挨拶に行きま した　す ると私は第

三分隊長 として配属 されました　たつた十五人そ

こ八 の艇で第三分隊長もないものだ と思ったが分

隊員がたつた二人だと言ふので思はず吹き出 して

しまつた　次長は三等兵曹でした　それから約十

日程か 、つて任務に必要な設備 をしたのですが武

器 として機関銃 も積み込みました　そ して昭和十

七年(一 九四二)一.月十八 日と思ひましたが北方に

向つて海上監視艇 は聯合艦隊に配属 されま した

百頓程の漁船を改造 した小舟が長門陸奥 と肩 を並

べての聯合艦隊の一軍艦 となつたわけです　横須

賀を起点 として何百哩か定められた区域に行つて
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海上の監視 をしてゐた我々は途中で帰港 しました

三月だったのです　それか ら暫 らくして恩賜の煙

草が下賜 されました　酒 も配給 されました　是は

生還を期せず しての出動を意味しま した　新嘉破

の陥落は知ってゐま したか ら今度はアラスカ方面

の警備だろ一 と思ひました　三月廿 日我々の監視

艇は昔なからのボン八 と言ふ音を立て ＼太平洋 を

走 り警戒距離に達 し十五 日間勤務 しては帰港す る

のですがそれを三度繰 り返 して第四同目が我々の

「二荒」が日本への最後の 「左様な ら」となった出

港であったとは神な らぬ身の知 る由もなき次第で

あ りました　 当日は早朝出港す る筈でしたがひど

い時化で錨のチ ェー ンを二折半 にした程で した

午前十時になつたが皆が 「此の荒天に出港 したら太

平洋の大波に転覆す るぞ」と思ってゐたら母艦から

出港を午後三時に延せ と云ふて来ま した　三時に

なつても相変わらずです 「此分なら会今 日の出港は

見合せかな」と思ってゐたら 「敵艦隊が某の方面に

向ふ らしい」との無電報告があつた為に我々は是が

非でも午後三時に出港 と決 りました　途 中の難航

は言ふまでもあ りませんが船に弱い水兵三名の中

には一週間も食事をしない者 もあ りました　それ

なら寝てゐるかと云ふ と職争です し一旦海上に出

た以上は船酔等では休暇は与へ られません　若い

水兵程仕事が多いのですが船に酔ふのは新 しい若

者に多いのです　可哀相だからとて仕事 を手伝っ

てやれば直ぐなぐられるのです　食物が通 らねば

口を開けて押 し込んでや るとい う風にして鍛へ合

うのが 日本海軍であ ります　艇は六十五度位に傾

ます　す ると艇のブ リツヂに立つても右 に左に投

げ出されます　横かぶ りは未だよいですが　縦の

大波に煽 られると艇は荒馬の様に前に後 ろにかぶ

ります　ブ リツヂのコンパスを睨んで操舵棒に し

がみつ きて もよ く頭 を打ちつ けて瘤 が出来ます

それが四.月十三 日になつても我々の艇の最後の 日

となつた十四日になつても止みませんで した　豫

感 と言ふ ものか嘲 十三 日にはとう八 流石の艇長

も 「錨を入れるかなあ」と言ひ出したので私は 「五

折か七折 しかないチエンを太平洋の眞ん中へ入れ

ても何になるものですか」と言つたのです　すると

艇長 も 「それ もそ うだなあ」と笑つたので した　変

な話ですが又 こんな事 もあ りま した　私は人間が

ずるいので炊事当番を した事がありませんで した

が十三 日の夜に艇長に 「腹がすいたから餌館を煮い

て粗食をつくろ一か」と言ひ出しました　何時もの

私を知ってゐた艇長は 「珍 しいなあ　こりや天気が

変るぞ」と笑つてゐました　私は當直を終つてよい

気分で眠つてゐる伊藤 と云ふのを起 して大方餌館

を伊藤 にたかせ て艇長以下に振舞ひみんなか ら

口々に 「有難 う」とお禮だけは日れたものでしたが

こんな事等 も後か ら思へば何かの知 らせではなか

ったか知 らと言ひたいのです　明けて四.月十四日

となりま した　書食の用意が出来たと知 らせて来

ま したので堀江に先ず食つて来い と言ひ私はブ リ

ツヂにて監視をつけて居 りました　す ると十一時

十五分頃に飛行機 が見えました　早速艇長に報告

した ら 「日本機か米国機」かと問はれましたが判 り

ません　 日本機な ら無線で報告がある筈です　兎

に角 「国籍不明の飛行機　三機獲見す　東経○○度

北緯○○度　高度○○米突」と無線で報告をさせま

した 「西方から来たのだから飛行母艦から来たのだ

ろ一が変だなあ」と言ひ合いましたが九人の寝て居

るものを起 こしま した　小 さい船に大きな劇臥が

鳴 り響き一同は「何だ八 」とあがつて来ました 中

に漁夫あがり見たいな元気なのが矢庭 に鉢巻 をし

て揺れてゐる艇のマス トに登 り下 と上 とで傳声管

で 「見えるか」 「見えない」等と言ひ合ってゐまし

た　私は登つて四方を見渡 しま した　すると遙か

水平線の彼方に六つのマス ト!!!思 はず 「敵艦六ツ

現れま した」と絶叫しました　すると艇長ものぼつ

て来て　 「敵艦である」と確認 しました　サラ トガ

級の航空母艦三隻巡洋艦三隻でありま した　それ

で我々に忘れてならない 「敵艦獲見」の無線を打電

しま した すぐ 「諒承」の返電が来ましたから我々

の任務は完全に果 した次第です　す るとまもな く

大砲の弾丸が飛んで来ま したか ら我が艇長は機密

書類を全部持ち出しギヤスリンを取 りよせて焼却

しました　それか ら一番立派な軍艦旗 をマス トに

高 く掲げ他の六旗の豫備 の軍艦旗は焼 き棄てま し

た　そ して全員は最後の畳悟 を固め小銃 とピス ト

ルを手に握 りしめました　ただや られ るのが残念

ですか ら皆がそれ八 武装 して飛行機をね らい射に
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す ると大空を睨んで居ます　素 より當 る筈はない

と知 り抜いていても無抵抗で死ぬのは嫌だ とピス

トルを打っ者 もあ りました　その うちに誰か マ「飛

行機が来ました」と叫んだ途端にバーンと音が して

艇の後部に當 り三人がや られました　艇 中に海水

がはい りますが木造船ですからなカ・八 沈みません

で した　米国の飛行機は六発の爆弾を落 しました

が高度が高過ぎて當らず遂に 「我々に高射砲なし」

と見てか急降下 して来ま した　けれ ども日本機の

急降下 と比較 され ると全 くお話にな らない程のろ

いものでした　低空に来た米機は機 関銃掃射を開

始 しました　その一弾が私の右の頬に当 り口から

抜けたので氣絶 したま ＼倒れてゐま した　その内

に海水で背中が冷た くなつて正気 に返 り頭にさは

り腹 をた 、き両手両足を振つて見ま したが何 とも

あ りません　思はず 口中の唾を吐き出す と一緒 に

歯が とび出 したので右の頬の負傷を知つたのでし

た　そ して自分一人だけが生きてゐたのかなと思

つて四辺を見「司します と水を求むる声がするので

行つて 「海水 しかないそ」と言ふ と 「○○さん海水

でもよいよ水をくれ」といふので早速水を飲ま した

らそれで死んでしまいま した　その戦友の死体 を

甲板 に運び自分 も自殺 しようと決心 しま した　そ

の時には艇 は大きな米国艦 隊に取 り囲まれてしま

つて居ました　私は軍艦旗 を焼 く積 りで後部に行

つたのですが足をた らして海中に落ちて しまいま

した　ふ と正気付 くと私はベツ ドの中に横たはつ

てゐました　そばに米国兵が居ま したので米艦で

ある事がわか りま した　それから私の帝国軍人 と

して不愉快極まる敵国生活が始ま りましたのであ

ります　私が気がついたので 日本語の出来る水兵

が来て 「負傷 してゐるのだから静かにしなさい」と

言ひましたから私は 「何だ馬鹿野郎」と騒ぎま した

す ると米国兵は鏡 を持つて来た　そ して私の顔 を

見せて くれま した　腫れあがつて居る自分の顔 を

獲見して 「成程右の頬をやられてゐるなあ」と思ひ

つきました　その うちに着更へをする事 にな りま

したが上着の袖 もズボンも長 くつてだぶ八 でした

が大兵な米国兵 の着 るものだか ら当 り前でせ う

それから 「あなたの好きな人に會はせ る」と云つて

私を連出しま した　私はま さか米艦だとて女が居

る訳でもあるまい と思ひながらついて行きま した

が軍艦は とても立派で した　大砲は 日本のよりも

駄 目かな と思ひま したが他の兵の住む室でも食堂

でも日本のとは較べ ものにならない程綺麗で した

だん八 下に降 りて行つた時 始めて私の外1こ四人

の職友が手錠を填められてゐるのを見出し私一人

ではなかつた事を知 りま した　 「よ う生きてゐた

か」「目が さめた ら来てゐた」「かうなつたら仕方が

ない 自殺 したい」等 と語 り合つたのですが何分にも

五人の私達に十人の番人が付いてゐるのでどうす

る事 も出来ない　私は三 日程病院に居つてからみ

んな と一緒にな りま した　四月十八 日(同昭和十七

年)だ つたでしよう　 三 日程すぎてからでした　空

大砲 の音や機 関銃 の音が しき りに しま したので

我々は 日本艦が来たのであろ一　若 し弾丸が当つ

て艦腹に穴が明いたらそこから脱け出 さうなどと

相談を してゐま した　間 もな く音 は止みま した

夜になつて又音が して来ましたが間もな く止みま

した　 日本軍艦の来 るのを待つて居た私達はがつ

か りしたものです　廿 日になつても音沙汰があり

ません　みんな 「嫌だなあ」と言ひながら四月廿九

日の天長節には皆であばれて番兵のピス トル を取

上げ番兵を打ち殺 し自分達 も亦そのピス トルで 自

殺 しようと相談 しました その相談は先づ柔道二

段の私 と堀江 とが番兵 を締める　 それか ら誰が ど

うす ると仔細に方法を打合わせたのです　彼等は

交代す る時ニハきつ と弾丸を調べて我々の目の前

で弾丸込めをするので何発はいてゐるかまですつ

か り判つてゐたのです　 しかも其天長節にならな

い中に私達を乗せて来た米艦は布畦に入港 して し

まいま した　堀江は練習艦隊で一度来た事がある

のでわか りました　それからホノル 、の陸戦隊に

引渡 され本部で取調べを受けま した　 日本語の解

る士官の通訳で姓名階級米国の潜水艦や飛行機 を

見た可等 と質問 しました　両手を両方か ら引張っ

てピス トルを以て嚇 しながらの取調べで したが 「私

は漁夫だから何も知 らぬ」 と言ひました　す ると

「漁夫が太平洋の眞中に何をしに来た」「勿論魚を

獲る為」「魚を獲つてどうす る」「困る人にやるんだ」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒヤカ

等と出鱈 目を言ふて 「冷嘲 してはいけません」と通

繹が困つてゐま した　私はか うした時　生きて 日
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本に帰つても仕方がない　任務は果 したのである

が事情のわからない人々があつて 「こ＼の息子は捕

虜になつて帰つて来た等 と噂をするのを親達が聞

いたらたまらないな」と思ふ度に痛癩がむらむらと

起 るのですが　ある日取調べ中に犬がはいつて来

た　私の足に喰ひつきま したので両手を抑へ られ

て居た私は足で思ひ さま　その犬を蹴飛ば してや

りま した　それか ら部屋に帰 されて隣の室を叩き

「行つて来たぞ」「今度は俺だ」「何も言ふなよ」「言

ふ ものか」と問答 しなが ら堀江が引かられて行きま

したが堀江は手を離せ と柔道のできる力で米国兵

を困らせてゐました 米兵は 「ノー八 」とカ・何 と

か日つて連れて行 きました　取調べを三 日間績 き

ましたが最後に私が室に帰つたら誰も居ませんで

した　他に移 されたので私もボー トで運ばれサン

ドアイラン ドの収容所に移 されま した　其所には

懐か しい 日本人の女の人が萬歳 といつて迎へてく

れま したが私は凱旋 したのではないから顔を隠し

涙を流 しなが らは入 りま した　またそ こには沢 山

の日本人がゐて萬歳八 と日つてくれま したカミ恥か

しくて実にたま りませんで した　二重に鉄柵を囲

らし四重に見張を してある建物に這入ます と大沼

や堀江は顔を出して 「○○さんどうして来た」と言

ふ繹で した　そ こで我々は一ヶ月半位居たのです

がその間には色々の事があ りました　ある時は米

国婦人がやつて来て手眞似で朝の米国旗掲揚の時

と夕暮の降納の時には外に出て敬禮せ よと知 らせ

ました　それを熱心に一週間位績 けて言ひ言ひし

ましたが我々はまた我々で毎日それに対 し「我々は

降参 したのではないから敵国の国旗に敬禮は御断

りする」とこれまた手眞似でや りかへしてゐま した

とう八 その婦人 は怒つて 「乱 敬禮 しな1すれば

「ノー煙草だノー何々だ」 と云ひま したが私共 も

「ノー煙草オーライ、ノーイーテングオーライ」と

今度は此方か らハ ンガース トライキを始 めました

すると向ふが負けて士官がやつて来て 日本語で 「米

国旗 の揚げ降 しに敬禮を しなくてもよいか ら御飯

を喰べ よ」と日ひま した　その頃私共は土俵 をつく

つて運動を してゐま したが米国旗の揚げ降 しの劇

臥が鳴 り出す と皆がわざと室内に走 り込みその式

が済んだら又外に出て角力を取 るといふ意地悪 を

した りしま した

それか らまたこんな事 もあ りま した　収容所のま

は りに芝を植へるといふのでこれは住む所をきれ

いにす るのだか らと温順 しくや りましたが　その

次には我々九名 に十五名 の武装兵が付いて我々を

練兵場みたいな ところに連れて行き土掘 りの土方

をや らせようとしま した 「我々は敵国の練兵場の仕

事をす ると言ふのは死んだ戦友に済まないからや

らぬ」と座 り込んで しまいました すると護衛の兵

士が煙草をくれた りな どして仕事をさせよ うとし

ま したが我々が どうしても働かないものですか ら

とう八 士官がやつて来ました けれ ども英語で言

ふ事が我々にはよくわか りません し我々が如何に

しても仕事をしないと判つたらしいので今度は声

をはげま して仕事をしなければ 「ノー煙草」と申し

ま した　我々は 「ノー煙草OK」 と囎いたら大に怒

り英語が多少わかるので鷹待 をしてゐた大宮をな

ぐろ一 とした　私共 もそばにあったピツクでぬか

らず身構へをしま した　それで大宮 を撲る事 をせ

ずに日本人を連れて来ま して　今度は練兵場では

ない し又仕事せ よと言ふのは運動の為であるか ら

と言ひますから運動な ら自分で勝手にすると主張

したので二人の仲間を監禁 して しまいま した　そ

れで我々は二人を出すな ら仕事をす ると言つて釈

放 させま した　而 し二人が出て来ると又仕事 をし

ませんで した　けれ ども日本人が虚言 を言つた と

なつては同胞の名折れであるか らと二 日目から仕

事を致 しました　而 し二三 日働いたと思つた頃船

で何庭かへ行 く事にな りました　ホノル ＼の収容

所に居た沢山の 日本人の人々と共に商船に乗せ ら

れて桑港に来たのですが船中では堅 く手錠をかけ

られて小便がしたい時はバケツをくれ ると言ふ様

な不 自由な旅行 をしま した　幾人もの番兵の中に

は とても意地悪な者 もゐました　私達の乗った船

は桑港に着いてボー トで十五分位の或嶋に着 き皆

さんと共に四 日を過 しま した　それか ら漁車でロ

スアンゼルス市に行きま した　その漁車中は窓に

金網を張 りめぐらして中にはロープを張 り我々の

手錠をく、り付けて置 きました　それ は兎 も角 と

してローズバーグのキャンプに来る途 中のサボテ
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ンの廣 い原 を見 た時 には こん な庭 で働 いた ら

な一!!と 思ひま した　又無数に並んで居 るギヤ

ス リン　タンクを見るとこれをこわ した らなあと

むら八 と反抗心が起つて参 りました 日本のよう

な立派な停車場が建て並んで居ないのも不思議 に

感 じた事で した　そ して人々は何でもないや うな

庭か ら漁車に乗つた り降 りた りして居 るには驚か

されました　その うちに漁車は野原の眞中に停止

し降されま した　見ると一面の砂漠で沙煙 りが高

く天 に渦巻き揚 るのが見えま した　 そ して遂に

ローズバーグ収容所に入れ られま したが此処に来

ても到底 日本人 とは話など出来ないもの と思って

ゐま したが案に相違 して斯様に大勢の同胞 と親切

にまた無事に暮す事の出来るのは私共 としては眞

に望外の幸であ り又た大に力強 く感ず る次第であ

ります 今ではもう死な う等 とはあま り考へず 「之

も我 々の運命 なのだ」 といふ風に考へて居 ります

(終り)(海 の九勇士)

考察 と結語

　 ローズバ ー グ収容 所 での 田中恵之助 に よる 中村

末 吉氏 か らの聴 き取 りの内容や語 り口は、吉村昭氏

の 『背中の勲章』にお ける中村末吉氏のイ メー ジと

は大分趣 を異 に している部分 があ る。池 田な どには、

寧 ろそれ が微笑 ま しく感ぜ られ るのであ るが。

　酒 巻和 男氏 の乗 り込 んでい た海 軍特殊 潜行艇 に

ついては比較 的良 く知 られ ているが、中村末吉氏の

乗 り組 んでいた 「特設 監視艇 」とい うのが如何な る

ものかは余 り知 られ ていない。

　 そ もそ も、 日本の東方お よそ1,000キ ロには、数

珠 の よ うに監視所 を設 け られ る島嘆群 がない。哨戒

線 を作 るためには、1)監 視所 に よるもの、2)航 空

機 に よるもの、3)潜 水艦 による もの、そ して4)

監視艇 に よる ものがあったが、1)の みでな く、2)

航 空機 に よるもの も、航続 距離 の点 か ら不可能 で

あった。そ うした状況下 で 日本海軍 の編成 した、「特

設監視艇」を用 いた哨戒 部隊については、防衛 庁防

衛 研修 所戦 史 室 『戦史 叢書 　 北東方 面海 軍 作戦 』

(1969年 、東雲新 聞社刊行 、683ペ ージ)に 詳 しい。

100ト ン前後 の漁船 を徴用 し、乗組員 の半分 は漁船

員。武 装は機銃 、小銃 の類 に限 られ 、平素 は一切 の

無電発信 を禁ぜ られ る。敵艦、あるい は敵機 を発見

してその 旨打電す る事は、米軍 によ り撃沈 され る事

を意味 し、それ は同時に乗組員全員 の死 をも意 味す

る。そ うしたいわ ば 「特攻的 な」試み を、現在 の尺

度 を以て断罪す る気は、池 田には毫 もない。ただ極

めて興味深い もので あるので、紙幅 の関係 か ら断片

的な もの とな るが、『戦史叢書　北東方面海軍作戦』

か らの抜粋 を、〈参考 〉 として下 に掲 げる。船名 の

長渡丸 はゴチ ックに し、本稿64ペ ー ジの中村末吉

氏の回顧の部分 には、下線 を引いておいた。

　 こ こで一度 、視点 を米軍側 に移 してみ る。 空母

ホーネ ッ ト、空母 エ ンタープライ ズ、重巡洋艦4隻 、

駆逐艦7隻 、油槽船2隻 で編成 され てい たハルゼー

提督 の指揮す るア メ リカ海 軍第十 六機 動部 隊が、

1942年4月 、北太平洋 を 日本 に向かってい た。空

母ホーネ ッ トの艦上 には、900キ ロの爆 弾 を抱 え、

離陸距離152メ ・一一一・トル、航続 距離3,220キ ロメー ト

ルの性能 をもつB25型 の陸軍 中型爆撃機16機 が並

んでいた。航続距離 の短 い艦載機 では無理 だったの

で、陸軍機 を用 いたのであ る(日 本側 は、艦載機 の

航 続距 離 か ら判 断 したが ため に油 断 を した とも言

える)。 ドゥ リッ トル 中佐 の指揮 す る爆撃 機 隊で

あ った。当初、日本本土へ400マ イル の ところまで

近づいてか ら離艦 し、東京、横浜 、大阪、神戸、名

古屋 を空襲す る命 令 を受 けていた。爆撃 は夜 間に行

い、夜 明けに中国の飛行場 に着 陸す る計画 であった

が、第二十三 日東丸、長渡丸 による哨戒活動 の結果

と して、昼 間爆 撃 に計 画変 更 を余儀 な くされ た。

ドゥリッ トル爆撃機 隊 による 「帝都 」爆撃 は、実際

の戦果 は兎 も角、日本側 の人心 に動揺 を与 える とい

う点で米軍 に とって大 きな成功 と言 えたが、爆撃機

隊 の辿 った運命 の方 はか な り悲惨 な もの とな った

のであ る。

〈参 考 〉

『戦史叢書　北東方面海 軍作戦』 よ りの抜粋

(1)86ぺ ・一一一・ジか ら87ペ ー ジにかけて(抜 粋)

第三章　本土東方海面の哨戒作戦

　既述 の よ うにハ ワイ作戦 で米空母(眞 珠湾 に不
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しゆんどう

在)を 逸 した 日本海軍 に とって、機 動部隊の 轟 動 は

頭痛 の種 であった。十七年一月以降第五艦 隊の主任

務 は本 土東方 の哨戒 作戦 となって、その主役 を演 じ

たのは漁船 を改造 した監視艇 であった。約一四名 の

乗員(半 数ずつ海軍軍人 と軍属 の漁船員で編成)で 、

ほ とん ど非武装 に近 い、この小船 は、苦 しい、また

特攻 ともい うべ き任務 を勇敢 に良 く果 た した。この

監視 艇 の奮戦 は読 者 に深 い感銘 を与 え るこ とであ

ろ う。

一　 哨戒部 隊の編成 と作戦計画

哨戒部 隊編成 の経緯

　 米機動 部隊の 本土来襲 に対す る関心　　 米機 動

部 隊に本 土、特に帝都 を空襲 させ てはな らない とい

うのは海軍 の重視 した ところであった。しか し、そ

の考 え方 に は軍令 部 と聯 合艦 隊司令部 とで は若 干

の相違 があった。

　 山本五 十六聯合 艦 隊司令 長官 が昭和十 六年十 月

二十 四 日、嶋 田海 軍大臣あて と思われ る書簡の 中で

次 の よ うに述べ てい る。

　敵将キーメルの性格及び最近の米海軍の思想から観察

して、必ずしも漸進正攻法のみ とるとは考へ られず、我

が南方作戦中は勿論、南方作戦が順調に経過 しても、万

一敵機東京
、大阪を急襲 し一朝にして之等都市を焼きつ

くせるが如き場合は勿論、さ程の損害なしとするも国論

(衆愚の)は 果して海軍に対 し何 といふ可きか、日露戦

争を回顧すれば想半ばに過 ぐるものありと存 じ候

　 また当時の聯合艦 隊参謀長宇垣纏少将 は、その 日

誌 に次 の よ うに誌 してい る。

　十二月二十六日

　米機動部隊(空 襲部隊を含む)の 編制、航路、時機及

び之が必殺するの方途研究を要す。彼 と錐も新編成を終

り、一角の準備出来たらば必ず報復の挙に出つるべし。

之を反対に全滅せしめば以て当分参るべ し。之だけは必

ずや らざるべからず。東京を空襲せ しむべからず。之我

が最も重視する処なり。

　右 の よ うに聯合艦 隊司令部 、特 に司令 長官は敵機

による東京 、大阪空襲 による損害 もさることなが ら、

国民に与える心理 的影響 を重視 して、絶対阻止 しな

けれ ばな らない と考 えていた。

　 これ に対 し、軍令 部ではそれほ ど心配 してお らず、

当時 の軍 司令部 第一課長 富 岡定俊 大佐 は次 の よ う

に回想 している。

　山本長官が何故あんなに本土空襲を心配していたか当

時は不思議に思ったが、戦後初めて了解できた。

　第五艦隊司令部 としても本土東方の哨戒作戦は

最も重要な任務であり、当時の中澤参謀長が 「開戦

時における図演あるいは打ち合わせ等において、北

東方面に関す る議題 は東方哨戒線をいかにして完

成するか とい うことであった」と回想 してお り、米

機動部隊による本土空襲を阻止すべ く真剣に考え

ていたものと思われる。

(2)88ペ ー ジか ら93ペ ー ジにかけて(抜 粋)

　哨 戒部隊編 成の経緯 　　 哨戒部 隊は後述 の よ う

に十七年二月一 日編成 されてい るが、そ の経緯 につ

いては関係者 の回想か ら推定 しうるに過 ぎない。ま

ず関係者 の回想 をあげてみ る。

　中澤第五艦隊参謀長回想

　一　本州東正面に対する警戒は従来もっぱら飛行機に

依存 し、海上兵力すなわち監視艇または潜水艦を配 し哨

戒線を作る考えはなかった。

　二　第五艦隊が東正面、北太平洋の作戦を担任するこ

とになってから、飛行機だけによる哨戒では不安を感 じ、

いつか記憶 していないが鰹船を礒装 して監視艇として哨

戒線を作るように、これが準備を聯合艦隊司令部並びに

軍令部に要請 した。この意見具 申が実現したのは開戦後

である。

　三　初めの着想では、第二十二戦隊を主として監視艇

をつけるとい うのであった。 しかし、第二十二戦隊では

大き過ぎるので監視艇による哨戒に方針を変更した。

　大前軍務局防備担 当局員回想

　監視艇による東方哨戒線の考えは開戦前からあったが、

監視艇およびその基地の整備、南方作戦との関連で準備

が遅れた。

　具体的に軍令部から交渉のあったのは開戦後早々で

あったと思 う。

　軍令部編制担 当部員佐薙毅中佐回想

　はっきり記憶 していないけれ ど、東方哨戒線の構想は

開戦前早くか らあり、これを開戦当初から実施 しなかっ

たのは次のいずれかの理由であったと思 う。

　一　監視艇の整備が第二次的に取 り扱われ着手が遅れた。

　二　情勢判断上まだその必要を認めなかった。
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　第二十二戦隊先任参謀大島一太郎中佐回想

　第二十二戦隊先任参謀予定者として十六年十月中旬こ

ろ呉に着任した時、丁度第二十四戦隊先任参謀予定者も

着任し鎮守府で話し合った。第二十二戦隊は日露戦争に

もなかったような作戦を行なう、すなわちほとんど武装

のない漁船で東方を哨戒するとの事である。第二十四戦

隊の派手な任務に比し、地味な仕事だと話した事を覚え

ている。

　右のように関係者の回想はまちまちであるが、総

合 してみ ると哨戒部隊編成の経緯は次のように考

えられる。

　 1　監視艇をもって哨戒線を構成す る構想は開

戦前相当以前からあったが、当初の計画段階では具

体的に計画 されていなかった。

　 2　第五艦隊が対米作戦で北東方面の作戦を担

任することとな り、十六年九月ころからか 「中澤回

想」のように第五艦隊司令部としては監視艇による

哨戒の必要を認めてその準備を具 申した。

　 3　 軍令部 もその必要を認めて 「大島回想」のよ

うに十.月中旬には、既に一部準備を始めた。しか し、

監視艇およびその基地の整備が遅れ、後述のような

準備の状況 となった。

　 4　 監視艇を本土東方の哨戒に対 して準備を開

始 したのは開戦後であろ う。

哨戒部隊の編成

監視艇隊の編成　まず監視艇はいつごろか ら整備

されたのか、その礒装を完了した時機 について調べ

てみる。

(のちに監視艇隊に編入 されたものについて)

　十六年十月末までに完了したもの　　三五隻

　 〃　　十二 月末までに完了したもの　　三隻

　すなわち、三八隻の監視艇が十二月初頭 には任務

につき うる状況にあり、これ らは各鎮守府、警備府

または根拠地隊に配属 されて近海の哨戒 に従事 し

ていた。(小 笠原部隊所属監視艇の開戦時における

哨戒については既述のとお りである)

　その後、前述のような経緯により急速に整備 され

て、第五艦隊には第七根拠地隊所属として次のよう

に増強 された。

　十二.月三十一 日　　第七根拠地隊所属監視艇

　　　　　　　　　　 三七隻 となる。

　十七年一月十五 日　 同　　右　　七一隻 となる。

　この増強の大部は各鎮守府、警備府所属のものを

転用 したものであり、第五艦隊参謀長の 日誌に、そ

の行動についての記録が散見される。

　なお、第五艦隊司令部は十二月三十一 日、第七根

拠地隊監視艇の増強に伴い、これを東方哨戒線に使

用す るため横須賀に集合す るよう処置 したもの と

思われ、既述のように一四隻が二月三 日父島発、六

日横須賀着の予定で回航 してお り、北方部隊指揮官

は電令作第八号をもって、これ らの監視艇を特設砲

艦昌榮丸 と共に主隊に編入 している。(こ の部隊が

一月十二 日横須賀を出撃
、哨戒を実施 して二.月三 日

までに帰着 したことは既述の とお りである)

　十七年二月一 日、更に一隻が追加 され計七二隻を

もって第一、第二監視艇隊が編成 され第五艦隊附属

に編入された。

　次いで二.月二十五 日、第三監視艇隊が編成 され附

属部隊に編入されている。二月一 日編成の監視艇隊

は各三六隻であったのに、二十五 日の編成では第一、

第二監視艇隊が各二五隻、第三監視艇隊が二六隻、

総計七六隻であった。この理由は当初編入 された監

視艇には能力不足等のため削除 されたものがあっ

たためで、このことからみても監視艇の準備は開戦

後早急に進められたものであり、戦前に着想はあっ

たものの十分検討されたものではなかった。

　哨戒部隊の編成　二月一 日、第一、第二監視艇隊

の編成に伴い、北方部隊指揮官は機密北方部隊命令

作第一四号により第二十二戦隊および監視艇隊を

もって哨戒部隊を編成、更に二十五 日第三監視艇隊

を編入 した。二月一 日発令の軍隊区分は左表のとお

りである。〔表省略=池 田〕

　かくして二月一 日哨戒部隊が編成され、いよいよ

本土東方の哨戒作戦を開始することとな り、堀内第

二十二戦隊司令官は九 日、横須賀において艇長以上

に対 し次のように訓示 した。

北方部隊哨戒部隊編成二際シ艇長以上二訓示

　今般北方部隊二新二監視艇隊ヲ編入セラレ第二十二戦

隊 ト共二哨戒部隊ヲ編成　本職哨戒部隊指揮官ノ重圧ヲ

拝シ藪二親シク諸官 ト相見ユルコトヲ得タルハ　洵二欣

快トスル処ナル ト共二責任ノ倍々大ナルヲ痛感スル次第

ナリ
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　顧 ミレバ旧騰大東亜戦争勃発以来皇軍ハ連戦連勝愈 〃

戦果ヲ増大シツツアルハ誠二同慶二堪ヘザル所ナリ

　然シテ敵ハ緒戦二於テ蒙 リタル頽勢ヲ挽回センガ為躍

起ノ準備 ヲ進メツツア リト想像シ得ル処　砂荘タル北太

平洋二機動力ヲ進メ我ガ本土空襲ヲ企図スルコ トアルベ

キハ疑ヲ容 レザル処ナ リ　 当哨戒部隊ノ編成セラレタル

所以亦実二薙二存ス　哨戒部隊各艦艇ノ任務建二重且大

ナリト謂フベシ　即チ哨戒部隊ノ任務ハ早期二敵ヲ発見

シ　敵ヲシテ我国土ニー指ヲモ触 レシメズ以テ冠敵撃滅

ノ端緒ヲ作為スルニアリ

　諸官ノ大部ハ既二久シキニ亘 リ事変地域或ハ戦地二在

テ奮戦力闘軍務二精進シア リタル処　今亦当地二集合急

遽出動準備ヲ完成シ新二重要任務二就カン トス
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コカン

　而モ小艇 ヲ以テ激浪近寒二抗セザル可カラズ　其ノ労

ヤ蓋シ察スルニ余アリ

　諸官ハ諸官ノ双肩二懸レル重責二想ヲ致シー大勇猛心

ヲ奮起シ不屈不擁萬難ヲ排シテ任務ノ完遂二遺憾無カラ

ンコ トヲ望ム

　藪二哨戒任務二就クニ方 リ　 ニ、三注意事項ヲ述ベン

トス

　ー　軍紀ヲ振粛シ和譜ヲ旨 トスルコ ト(内 容筆者略)

　二　見張ヲ厳ニシ行船二留意スルコ ト(内 容筆者略)

　三　哨戒線ノ整頓二努ムルコ ト

　各艇ノ位置不整ナレバ敵ヲ脱過セシムル機会ヲ増大シ

哨戒ノ目的二則サザルニ至ルヲ以テ　各艇ハ天測ヲ励行

シ正確ナル艇位 ノ維持ヲ計 リ哨戒線ノ確保二努ムル ヲ要

ス

　四　報告、通報ヲ迅速適切二行フコ ト

　当部隊ノ重大任務ハ敵ヲ哨戒線二於テ発見スルニ在ル

コ ト前述 ノ如クニシテ　 同時二之ガ報告ハ極メテ迅速確

実ナルヲ要ス　各艇ハ適切ナル報告二欠クル処ナキ様不

断ノ留意ヲ要ス

　惟 フニ哨戒 ノ要諦ハ誠心誠意見張警戒 ヲ行フニ在 リ

各員堅忍不抜、一致協力、以テ本任務達成上遺憾ナカラ

ンコ トヲ望ム

　右 訓示 で も明 らかなよ うに、哨戒線 にあ る監視艇

が発 見報告 しよ うとす る 目標 は米機動部 隊であ る。

米機 動部 隊 を発 見 した監視 艇 は撃沈 され るこ とは

必 至であ る。のちの ドゥリッ トル空襲 において第二

十 三 日東丸 、長渡丸が辿った運命 が よくその間の状

況 を物語 っている。しか し監視艇は発 見 してか ら撃

沈されるまでに、極力正確な、そ してより多 くの敵

情を報告 しなければならない。まさに特攻 とも称す

べき任務であった。

　哨戒部隊の編制については後述するが、各艦艇の

武装な らびに速力は、おおむね次のとお りである。

　支援艦(第 二十二戦隊)

　十四糎砲四、十三粍単装機銃二、五十三糎聯装発

　射管二、速カ　ー八 ・二五節

　母艦(特 設砲艦)

　十二糎単装砲三～四、十三粍聯装機銃一、七 ・七

　粍単装機銃一、　 速力　不明

　監視艇

　七 ・七粍機銃一、小銃　若干、速力　七節程度

　なお、哨戒部隊の艇長以上の主要職員ならびに各

艦艇の要 目は次のとお りである。

第二十二戦隊司令官　少将　堀内　茂禮

　　　　　 先任参謀　中佐　大島一太郎

第一監視艇隊司令

第二監視艇隊司令

第三監視艇隊司令

大佐　黒崎　林藏

大佐　清宮　善高

大佐　大澤　一介

(3)100ペ ージ(表 の一行 のみ を項 目と共 に抜粋)

総屯数 種別 徴傭年月日　礒装年月日　 階級　　艇長名

長渡丸　九四　 鰹 空欄　　天 ●δ ●蓋 兵曹長 前田儀作

(4)100ペ ージか ら102ペ ージ(抜 粋)

哨戒部隊の作戦計画

　 第 五艦隊の 計画　 　哨戒部 隊の作 戦 は機密 北方

部隊命 令作第一 四号 によ り発 令 されてい るが、命令

原 文は現存せず全文は不明で ある。ただ し、その要

点は左記の とお りで ある。

　 1　 常時配備、第一配備及第二配備 ノ三配備 トシ敵情

二応ジ配備ヲ令ス　特令ナケレバ常時配備 トシ哨戒部隊

ハ本土ヨリ約七〇〇浬ノ距離二在ル 「ル」「ヲ」哨戒線二

配備ス

　第一配備ハ無線諜報又ハ友軍 ノ情報ニヨリ機動部隊我

哨区方面二策動ノ虞大ナル場合　本土ヨリ約一、000

浬ノ哨区二哨戒部隊ヲ進出ス　其 ノ他各部隊モ哨戒区域

ヲ拡大ス

　第二配備ハ敵機動部隊ヲ我哨戒線又ハ哨戒線以内二発
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見セル場合ノ配備ニシテ各部隊ヲ捕捉撃滅スル如ク行動ス

　 2　 北緯三一度三〇分以北　東経一五二度以東海面ノ

哨戒

　常時配備ノ場合　厚岸 ヲ基地 トシ常時哨戒隊ノー隊ヲ

　　 「ル」「ヲ」哨戒線二配備シ哨戒二任ズ

　第一配備ノ場合　現二哨戒二在ル部隊ハ直二東方二進

　　 出 「ロ」「ハ」哨戒線二就キ　爾余ノ部隊ハ速二 「イ」

　　 「ホ」「へ」「ト」哨戒線二進出哨戒二任ズ

　第二配備ノ場合　常時配備二於テ敵ヲ発見シタル場合

　　 二準ジ全線西方二移動敵ノ逃走二備フ

　監視艇ノ集合　整備完了二従ヒ之ヲ三直二区分　常時

　　 配備二於テハ各直哨戒期間七 日、往返 日数八日、現

　　 地交替 トシ 「ル」「ヲ」哨戒線二配備ス

　 3　 第五艦隊機密第六九九番電　二E六 日　参謀長発

　哨戒線二於ケル監視艇ノ距離ハニ0浬 トシ　配備隻数

不足ノ場合ハ北、南監視艇ノ順二端末ヨリ欠番号ノコ トト

セラレ度

　 4　 基準哨戒線は 「挿図第三」のとおりである。〔図省略

=池 田〕

(5)136ペ ージか ら137ペ ージ(抜 粋)

　四月十八 日早朝、帰投中(前 日撤哨)の 第二哨戒

隊第二十三 日東丸は北緯三六度東経一五二度一〇

分において米機動部隊を発見報告 した。この報告に

よって聯合艦隊司令長官は 「対米国艦隊作戦第三

法」を発動 し、在内地の兵力はもちろん帰投中の機

動部隊をも集中して捕捉撃滅を期 したが、米機動部

隊は航空母艦から ドゥリッ トル陸軍中佐の指揮す

る陸上機を発艦 して避退 したため、これを捕捉する

ことができず、一方、空襲は翌 日であろうとの判断

であったため奇襲を受ける結果 とな り、実際の被害

はともかく、各部に与えた影響は大きなものがあり、

特に本土空襲を絶対に阻止 しなければな らないと

考えていた聯合艦隊司令部に大きな衝撃を与えた。

　四月における本土東方の哨戒作戦は、ほとんどこ

の ドゥリットル空襲に関連 してお り、且つ参加部隊

も聯合艦隊主要兵力の大部にわたっているので次

章に纏めて記述 し、ここでは主として空襲前の北方

部隊の概況を記述す るにとどめる。

(6)139ペ ージ(抜 粋)

　哨 戒部隊の 改編 とその作戦 　二月 二十五 日第三

監視 艇隊が編成 されてか ら、哨戒部 隊に編入 または

除籍 された もの は左記の とお りで ある。

　三月初頭　第三監視艇隊 に一〇隻が編入 され、一

二隻 が除籍 さる。

　三月二十 日　 特設砲艦昭興丸、興和丸、第一雲洋丸、

神津丸、第十福榮丸、第二日の丸は第五艦隊に編入。(哨

戒部隊に編入時機不明)

　第三監視艇隊に四隻が編入さる。

　四月十 日　 編入　監視艇第二月浦丸、幅長丸(第 一監

視艇隊)、第二号天神丸、第十二号八龍丸(第 二監視艇隊)、

除籍　第二天神丸、紀洋丸(第 一監視艇隊)、第二号八幡

丸、第一膨生丸(第 二監視艇隊)

　第二十二戦隊司令官は三 月三十 日、従来 の経験 か

ら一 コ小 隊を四隻 とす るのが適 当であ る旨の意見

を具 申 してお り、四.月十一 日命令作第五号 をもって

軍隊 区分 を次表の よ うに改 めた。 〔表省 略=池 田〕

(7)141ペ ージ(表 の一行のみを項 目と共に抜粋)

部隊　　哨戒部隊　　第三哨戒部隊

指揮官　第一小隊長

兵力　　第七明神丸、第一岩手丸　長渡丸、榮福丸

(8)142ペ ージから143ペ ージ(抜 粋)

　三月三十 日哨区を撤 した淺香丸お よび第三直哨

戒隊は四月五 日までに釧路に帰着 し、各艇は固有の

編制に復帰 した。一 日、哨戒部隊指揮官は第五艦隊

参謀長の指示に基づき、横須賀方面所在第三監視艇

隊の出撃隻数を極力増加す るため哨戒 日数を一時

九 日とし、交替 日を四.月八 日および十七 日とした。

　三月三十 日か ら哨区にあって哨戒 中であった赤

城丸および第一哨戒隊(昌 榮丸および監視艇一六

隻)は 、八 日第二哨戒隊と交替 して十三 日までに釧

路に帰着 した。

　粟 田丸お よび第二哨戒隊の安州丸 と監視艇一七

隻は釧路を、第五恵比壽丸は横須賀を四日出撃、第

二千代丸、第一龍重丸は八 日釧路を出撃 して 「ル」

「ヲ」哨戒線に向かい、八 日一二〇〇第一哨戒隊と

交替 した。監視艇名ならびにその配備は「挿図第七」

のとお りである。〔図省略=池 田〕

The　 Journal　 of　Kyoritsu　 University　 of　Pharmacy　 2007.3　 Vol.2



著 書 ・訳 書

　なお興和丸は横須賀で整備完了 して十一 日出港

している。

　八 日一二〇〇、哨戒部隊指揮官は電令作第ニー号

をもって配備を一二〇浬南方に移動 した。第二哨戒

隊は異状なく経過 して十七 日第三哨戒隊 と交替 し

帰途にっいた。

　第三哨戒隊は四月十日、新司令西哲雄少佐が着任

したが、昭興丸は母艦工事が間に合わず、司令は第

一雲洋丸に乗艦
、監視艇九隻 〔艦名略=池 田〕と共

に十二 日横須賀を出撃、淺香丸 と監視艇七隻 〔艦名

略=池 田、ただしこの七隻 に長渡丸が含まれてい

る〕は十三 日釧路を出撃 して十七 日配備 を完了第二

哨戒隊と交替 した。(配 備は 「挿図第七」参照)な

お、第八 日之出丸は十五 日、第五笹 山丸は十六 日横

須賀を出撃 して二十 日以後配備についている。

　前 日交替 して帰途についたばか りの第二十三 日

東丸(第 二哨戒隊)は 十八 日早朝米機動部隊を発見

報告後、消息を絶った。偶然にも交替直後のため二

線配備 となっていたため、内方にいた第二十三 日東

丸が発見できたわけで、監視艇としては米機動部隊

の早期発見に成功 して報告を行ない、立派にその任

務を達成 した。第二、第三哨戒隊は、米機動部隊の

攻撃を受けて甚大な損害を受けた。その状況につい

ては次章で詳述す る。

　米機動部隊の来襲により急遽出撃を命ぜ られた

第一哨戒隊の昌榮丸および監視艇一七隻 〔艦名略=

池田〕は十八 日一四三〇釧路を、第一大柿丸は十九

日横須賀を、また第二海南丸、第二十七南進丸は十

九日釧路を出撃 して、二十 日夜までに東経一四九度

線上の配備についた。赤城丸は十八 日〇九〇〇釧路

を出撃 して哨戒部隊の作戦指揮に任 じている。

　第一哨戒隊はその後、再度にわた り配備 を変更さ

れて五月一 日まで哨戒に従事 した。

(9)166ペ ー ジか ら168ペ ー ジまで(抜 粋)

二　作戦経過

四月十八 日の作戦経過

　 当 日の哨戒線 付近 にお ける状況 は 日出〇四〇 四、

日没一 七一 六、天候(会 敵時)半 晴 、風 向北西 、風

速一五米 、視界 九、○○○米 であった。

　第二 十三 日東丸、米機動部隊 を発見　　 四月十七

日一二〇〇、哨 区を撤 して釧路へ 向け航行 中の第二

十三 日東丸 は、十八 日〇六三〇敵飛行機、続 いて米

機 動部隊 を発 見報告後消息 を絶 った。同艇 は六通 の

報告 を行な ってお り、左 記五通が判明 してい る。

　第二十三 日東丸→北方部隊　　十八 日〇六三〇

　　敵飛行艇三機見ユ針路南西

　　敵飛行機二機見ユ

　第二十三 日東丸→哨戒部隊　　十八 日〇六五〇

　　敵航空母艦三隻見ユ

　粟 田丸艦長→北方部隊

　　敵駆逐艦見ユ(第 二十三 日東丸)

　　　 筆者注　発信時刻不明なるも前記二電の問に発

　　　　　　 電されたものであろう。

　粟田丸艦長→北方部隊

　　第二十三 日東丸ヨリノ報告　敵空母三隻地点ルソク25

　那智受信時刻　〇七〇二

　　敵大部隊見ユ

　　注1　 発見位置は北緯三六度東経一五二度一〇分

　　注2　 空母の隻数についてはその後の命令等からみ

　　　て二隻あるいは三隻となってお り、第二十三 日東

　　　丸の使用した暗号が 「敵空母_...隻 見ユ_...」 と

　　　なっているので、隻数の符号をまちまちに受信 し

　　　たものと推定される。

　 右報 告 を各 司令部等 が受信 した 時刻 お よび最初

の処置 は次表の とお りで ある。 〔表省略=池 田〕

　 第 二十三 日東 丸 が消息 を絶 った の ちは粟 田丸 か

ら左 記米飛行機 に関す る報告が あ り、且つ監視艇等

が米飛 行機 の攻撃 を受 けてい る との報 告 はあ った

が、米機 動部隊 を視認 した情報 は得 られなか った。

　粟田丸艦長十八日〇八三〇発電

　 〇八一五 「ルソクニニ」針路二二〇度未ダ敵影 ヲ見

　　ズ飛行機四機 ヲ見テ南方二去ル　天候曇視界一二粁

　 注 ル ソクニニは不明なるも、北緯三六度一〇分、

　　 東経一五二度二〇分付近

　 その後、一二三〇お よび一三〇〇、長渡丸 か ら敵

飛行機 に次いで敵機 動部隊発 見の報告(後 述)が あ

り、同艇 も同報告後消息 を絶 ち、米機動部 隊の行動

については不明 とな った。

(10)170ペ ー ジか ら171ペ ー ジまで(抜 粋)

また、先遣部 隊指揮官 は東京湾東方五〇〇浬付近
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を東方に掃航索敵中の第三潜水戦隊に対 し遽撃 を

命 じた。

　十八 日午前は第二十三 日東丸が消息を絶ったあ

とは、既述〇八三〇の粟 田丸艦長発電のほか、第二

十六航空戦隊の索敵機が敵機を発見 して左記のよ

うに報告 し、また監視艇等が艦載機の攻撃を受けて

いる報告があっただけで、米機動部隊を捕捉できな

かった。

　木空索敵機　〇九四五

　　国籍不明ノ飛行機一機　双発ノ飛行艇ラシキ速力二

　　三〇節ニテ追付カズ　木空ノ八五度六〇〇浬西二向フ

　右 のような状況で一部には当 日の空襲 を予想 し

たものもあったが、大本営等においてはおおむね空

襲は十九日であろ うと判断していた。すなわち、大

湊警備府はソ連等に着陸することを考慮 して遠距

離から発進の算あ りと判断、また当時の海軍省電信

課長小倉眞二大佐(兵43期)は 既述の粟 田丸艦長

の報告電(〇 八三〇)に よるもの と思われるが、当

日の空襲を予期 して再度軍令部に空襲警報の発令

を督促に行ったと回想 しているだけで、その他には

当 日の空襲を予想 しているものはほとん どなかっ

た。

　米空母を発進 した陸上機は、大部が正午過 ぎ東京、

横濱方面を空襲、一部が名古屋、阪神方面を襲った。

この空襲は前記の判断 と米飛行機が低空で来襲 し

たため、わが防空部隊は奇襲を受ける結果となった。

来襲状況についてはまとめて後述する。

　一方、米機動部隊に対 してはその後、第三哨戒隊

の長渡丸が左記報告を行なった以後連絡を絶った。

　　一二三〇発電

　　 敵飛行機三機見ユ地点ヲへ○針路二七〇度

　　一三〇〇発電

　　 敵航空母艦二隻、巡洋艦二隻見ユ　我攻撃ヲ受ク

(11)173ペ ージから175ペ ージまで(抜粋、下線は池田)

　第二哨戒隊の状況は次のとお りである。

　一　第二十三 日東丸　同艇の戦闘状況は全員が

戦死 しているため不明である。米機動部隊を発見し

てか ら沈没するまでの約三〇分間に六通の電報 を

発信 してお り、良くその任務を果たした。また後述

長渡丸の戦闘状況から推察す るに、乗員がいかに勇

敢に任務の達成に逼進 したか十分想像 され るとこ

ろである。

　第二十二戦隊司令官は 「十八 日〇六三〇敵機動部

隊発見ヨリ〇七〇〇沈没(推 定)二 至ル迄敵ノ熾烈

ナル攻撃ヲ被 リツツモ六通 ノ敵情報告 ヲ発シ我作

戦二寄与セシ所極メテ大ナ リ」 と報告 している。

　なお、米軍機に奇襲を受けた結果からみれば、第

二十三 日東丸の報告は一見価値がなかったように

思われるけれ ども、米国側の戦史によれば後述のよ

うに米機動部隊は、第二十三 日東丸に発見 されたた

め予定を変更 して昼間爆撃を実施 し、中國大陸への

到着が夜間となったためほとん ど全機が不時着大

破 してお り、同艇の発見が無駄でなかったことを証

明 している。

　二　第二旭丸　一一〇〇、一機の銃爆撃を受け被

害左のとお り。

　　　戦死一名、戦傷二名(艇 長を含む)、 爆弾被

孔十数カ所、機銃弾痕一五〇、九二式七 ・七粍機銃

破損、後橋半折損。

　三　海神丸　一一〇〇から再度銃撃を受けたが

被害軽微。

　 四　長久丸　一一〇〇から爆撃二回、銃撃三回を

受け、戦死二名、火災のため漂流中十九 日〇三一〇

ころ粟田丸に救助され、艇は沈没 させた。

　五　幅久丸　一一三五艦爆一機の攻撃を受 けた

が被害な し。

　六　第二十六南進丸　一一 四〇から六次にわた

り銃撃を受け戦死一名、重傷二名、軽傷三名、その

他被害軽微。

　七　興和丸　数次にわた り銃爆撃 を受けて左記

被害あ り、横須賀に向か う。

　　　戦死一名、重傷八名、左舷部水線下十数カ所

から浸水、水面上被孔多数。

　八　榮吉丸　一二〇五から三回にわた り銃爆撃

を受け浸水のため航行困難となる。重傷二名。

　九　粟田丸　一ニー五、爆撃を受け至近弾により

軽傷一名、その他被害軽微。

　十　第三千代丸　一二二二、艦上戦闘機一機に四

回にわた り機銃掃射を受け、戦死二名その他若干の

被害あ り。

　十一　第二十一南進丸　一三一五、戦闘機一機の
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銃爆撃を受け、戦死一名、左舷前部水線付近に被孔

三、同亀裂五米の被害あ り、十九 日に至 り航行不能

となり 「木曽」に救助 され、艇は同艦の砲撃により

処分 した。

　次に第三哨戒隊の状況は次のとお りである。

　一　長渡丸　一二三〇北緯三六度東経一五五度

付近で敵機 と、次いで米機動部隊と交戦 し既述のよ

うに二通の電報報告後消息を絶っている。当時信号

員 として勤務 していた中村末吉は次のように回想

している。

　一二三〇ころ艦載機三機を発見し、六ないし七回の銃

爆撃を受けたが命 中弾はなく、わが方は小銃二挺をもっ

て応戦 した。五分ぐらい して西方に橋を発見、続いて空

母を含む七隻ぐらいが見えてきた。艇長は 「逃げても無

駄だ」と言い敵の方に突っ込んで行った。その後 も連続

銃爆撃を受けて、電報を発信後機械室に爆弾が命中、浸

水 して航行不能となったので艇長は重要書類の処分を命

じ、一 括 して錘 をつ け て海 中 に投 棄 した。

私は羅針 甲板(艦 橋の上の甲板)で 見張りに従事して

いたところ、巡洋艦からの砲弾が橋に命中(炸 裂しなかっ

た も の と思 う)し 一 時 気 を失 い 、 気 がつ い て み る と橋 も

羅針儀 もなかった。艦橋に降 りると艇長ほか一名が機銃

弾により戦死してお り、後部兵員室に生存者がおり二名

は自決 していた。

　生存者五名が甲板に上がった時艇は沈没 し、五名は米

艦に収容 された。

　 二　第 一岩 手 丸　一一 二〇艦 上戦 闘機 三機 の銃

爆撃 を受 け機 関室満水、航行不能 とな り漂流 した。

戦死 二名 、重傷一名(艇 長)。

　以上 の第 二、第三哨戒隊の報告 をま とめ ると左 の

とお りである。

　行方不明　第二十三日東丸、長渡丸

　大破船体放棄　長久丸、第二十一南進丸、第一岩手丸

　中小破　粟田丸、興和丸、第三千代丸、榮吉丸、

　　第二旭丸、第二十六南進丸、海神丸

　戦死　三八名

(筆者注　長渡丸の五名は生存につき実際は三三名)

　戦傷　二三名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2006.9.15)
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